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1. 概覧

1.1. 地理空間データ製品仕様書の作成情報

・題名：○○路線データ製品仕様書（表紙と同じものを記入）
・日付：20XX-07-01（本製品仕様書の作成年月日。表紙と同じものを記入）
・作成者：○○地方整備局○○事務所（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
・言語：日本語
・分野：道路計画（道路計画、都市計画、土地改良など測量分野名を記入）
・文書書式：PDF（原則はPDFだが、Wordなども可能）
1.2. 目的

本製品仕様書に基づく地理空間データは、国道○号の道路工事に伴う路線測量を目的とする。（簡潔な記述でよい）
1.3. 空間範囲

○○県○○市（○○地区などでもよい）
1.4. 時間範囲

期間の始まり：20XX-09-01　期間の終わり：20XX-12-20
（作業期間を記入。業務の委託期間でよい）
1.5. 引用規格

・測量法

・○○公共測量作業規程（作業に使用する規程等を記入）
・地理情報標準プロファイル（JPGIS）2014
・測量成果電子納品要領　令和3年3月版
・SXF Ver.3.1 仕様書・同解説（平成19 年11 月）

1.6. 用語と定義

JPGIS　附属書5（規定）定義

・数値地形図データ取得分類
国土交通省公共測量作業規程の付録７　公共測量標準図式の取得分類
・数値地形図データファイル

国土交通省公共測量作業規程の付録７　公共測量標準図式に対応したデータファイル。測量成果電子納品要領の「標準図式データファイル」と同義語。
1.7. 略語
特になし（説明する必要があれば記入）
2. 適用範囲

2.1. 適用範囲識別

○○路線データ製品仕様書適用範囲（1.1.の題名に合わせる）
2.2. 階層レベル

データ集合

3. データ製品識別

3.1. 地理空間データ製品の名称

路線データ

3.2. 日付

20XX-12-20 （データ作成年月日を記入。1.4.の期間の終わりに合わせる）
3.3. 問合せ先

○○整備局○○事務所　TEL　0000-00-0000　FAX　0000-00-0000
（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
3.4. 地理記述

○○県○○市（1.3.空間範囲と同じものを記入）
4. データ内容及び構造

4.1. 応用スキーマUMLクラス図

路線データ応用スキーマパッケージ図
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路線データ応用スキーマクラス図
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4.2. 応用スキーマ文書

路線データパッケージ（RouteSurveyPackage）

定義

路線測量

対象地物

地物、IP、主要点、中心点、中心線、中心杭、用地幅杭

注意事項

地物（Feature）

定義

路線データとして定義される全ての地物。

上位クラス： 

抽象／具象区分： 抽象地物

属性

取得分類コード [1] ：Integer

国土交通省公共測量作業規程の数値地形図データ取得分類コード。
＜取得基準＞

地物定義に記載された取得分類コードを取得する。
＜定義域＞

2501、2503、2504、2505、6501、6502
精度_数値化区分 [1] ：数値化区分

測量の方法。
＜取得基準＞

IP、主要点、中心点、中心線は、「その他」を選択する。

中心杭、用地幅杭は、「TS等を用いた方法」を選択する。

※「TS等を用いた方法」とは、RTK法、ネットワーク型RTK法を含む。
＜定義域＞

基準点測量成果を用いる方法、ＴＳ等を用いた方法、数値図化法・他の数値地形図データの利用、既成図数値化（無伸縮図面を使用）、既成図数値化（伸縮図面使用）、航空レーザ測量成果を用いる方法、その他。
精度_地図情報レベル区分 [1] ：数値情報レベル区分

地図情報レベル。
＜取得基準＞

IP、主要点、中心点、中心線は、「その他」を選択する。

中心杭、用地幅杭は、「～250」を選択する。
＜定義域＞

1～50、～100、～250、～500、～1000、～2500、～5000、～10000、その他。

取得年月日 [1] ：TM_Instant

計測及び計算した年月日。
＜取得基準＞

計測及び計算した年月日を取得する。

＜定義域＞

本製品仕様書に示された時間の範囲内。（1.概覧の1.4.時間範囲）
関連役割

IP（IP）

定義

路線測量における中心線の直線方向の交点。

【数値地形図データ取得分類コード：2501】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

地点 [1] ：GM_Point

IP点の地点。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載されたIPの座標を取得する。
＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）

測点名 [1] ：CharacterString

IPの名称。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された名称を取得する。

＜定義域＞

128文字以内とする。
関連役割

主要点（CardinalPoint）

定義

路線測量における中心線の主要点。（BP、EP、BC、EC、SP、BTC、ETC、KA、KE）

【数値地形図データ取得分類コード：2503】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

地点 [1] ：GM_Point

主要点の地点。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された主要点の座標を取得する。
＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）

路線属性区分 [1] ：路線属性区分

主要点の種類。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線属性を選択する。
＜定義域＞

BP、EP、BC、EC、SP、BTC、ETC、KA、KE

路線番号 [0..1] ：CharacterString
路線番号の名称。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された線形計算により得られた路線番号を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

測点名 [1] ：CharacterString

主要点の名称。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された名称を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

単距離 [0..1] ：Real

前測点からの距離。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された前測点からの距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

0m以上100m以内。
追加距離 [0..1] ：Real

路線の開始点からの累加算距離。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線の開始点からの累加算距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

0～99999m以内とする。
関連役割

中心点（CenterPoint）

定義

路線測量における中心線の中心点。

【数値地形図データ取得分類コード：2504】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

地点 [1] ：GM_Point

中心点の地点。
＜取得基準＞

線形計算簿に記載された中心点の座標を取得する。
＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）

路線属性区分 [0..1] ：路線属性区分

中心点の種類。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線属性を選択する。
＜定義域＞

BP、EP、BC、EC、SP、BTC、ETC、KA、KE。

路線番号 [0..1] ：CharacterString
路線番号の名称。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線番号を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

測点名 [1] ：CharacterString

点の名称。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された線形計算により得られた名称を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

単距離 [0..1] ：Real

前測点からの距離。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された前測点からの距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

0m以上100m以内。
追加距離 [0..1] ：Real

路線の開始点からの累加算距離。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線の開始点からの累加算距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

0～99999m以内とする。
関連役割

中心線（CenterLine）

定義

路線測量における中心線。
【数値地形図データ取得分類コード：2505】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

場所 [1] ：GM_Curve

路線の中心線。
＜取得基準＞

中心線を構成する点は、線形計算により求められたより得られた主要点及び中心点に合わせ取得する。
＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）

図形区分 [1] ：線種

幾何学要素。
【数値地形図データ図形区分：　直線：61　円弧：62　クロソイド：63　その他の緩和曲線：64】

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された幾何学要素を選択する。
＜定義域＞

直線、円弧、クロソイド、その他の曲線
路線属性区分 [0..1] ：路線属性区分

主要点の種類。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線属性を選択する。
＜定義域＞

BP、EP、BC、EC、SP、BTC、ETC、KA、KE.。

ＩＰ番号 [0..1] ：CharacterString

中心線測量のIP。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載されたIPの測点名を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

開始測点名 [0..1] ：CharacterString

路線中心線の各スパンにおける始点測点名。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線中心線の各スパンにおける始点測点名を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。

緩和曲線開始距離 [0..1] ：Real

クロソイドの基準になる位置（直線側端点）から路線の進行方向上の始点側測点位置までの距離。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載されたクロソイドについて、クロソイドの基準になる位置（直線側端点）から路線の進行方向上の始点側測点位置までの距離（ｍ）を取得する。

ｍ以下３桁とする。
＜定義域＞

0～99999m以内とする。
終了測点名 [0..1] ：CharacterString

路線中心線の各スパンにおける終点測点名。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線中心線の各スパンにおける終点測点名を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。
緩和曲線終了距離 [0..1] ：Real

クロソイドの基準となる位置（直線側端点）から路線の進行方向上の終点側測点位置までの距離。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載されたクロソイドについて、クロソイドの基準となる位置（直線側端点）から路線の進行方向上の終点側測点位置までの距離（ｍ）を取得する。

ｍ以下３桁とする。
＜定義域＞

0～99999m以内とする。
半径又はパラメータ [0..1] ：Real

中心線の半径又はパラメータ。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された円弧について、半径（ｍ単位）を取得する。

線形計算簿等に記載されたクロソイドについて、パラメータA（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

10m以上10000m以内。
左右区分 [0..1] ：左右区分

路線の進行方向へ向かっての方向。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された中心線の路線の進行方向を選択する。

＜定義域＞

直線、左、右。

関連役割
中心杭（CenterPeg）

定義

路線測量における中心線に設置する標識。

【数値地形図データ取得分類コード：6501】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

地点 [1] ：GM_Point

中心杭の地点。
＜取得基準＞

中心線測量により求められた中心杭の座標を取得する。

＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）
路線属性区分 [0..1] ：路線属性区分

中心杭の種類。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線属性を選択する。
＜定義域＞

BP、EP、BC、EC、SP、BTC、ETC、KA、KE.。

路線番号 [0..1] ：CharacterString
路線番号の名称。

＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された路線番号を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。
測点名 [1] ：CharacterString

測点の名称。
＜取得基準＞

線形計算簿等に記載された名称を取得する。
＜定義域＞

128文字以内とする。
単距離 [0..1] ：Real

前測点からの距離。

＜取得基準＞

中心線測量より得られた前測点からの距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

0m以上100m以内
追加距離 [0..1] ：Real

路線の開始点からの累加算距離。

＜取得基準＞

中心線測量より得られた路線の開始点からの累加算距離（ｍ単位）を取得する。

ｍ以下３桁とする。
＜定義域＞

0～99999m以内とする。
標高 [1] ：Real

中心杭の標高値。東京湾平均海面に基づく標高。
＜取得基準＞

縦断測量より得られた標高値（ｍ）を取得する。

ｍ以下３桁とする。

＜定義域＞

-100m以上4000m以内

関連役割

用地幅杭（SiteRangePeg）

定義

路線測量における用地幅杭点に設置する標杭。
【数値地形図データ取得分類コード：6502】

上位クラス： 路線データパッケージ：地物

抽象／具象区分： 具象地物

属性

地点 [1] ：GM_Point

用地幅杭の地点。
＜取得基準＞

実施設計に基づく線形計算簿及び幅員より求めた幅員座標を取得する。
＜定義域＞

本製品仕様書に示された空間の範囲内。（1.概覧の1.3.空間範囲）

測点名 [1] ：CharacterString

用地幅杭の名称。
＜取得基準＞

用地幅杭の名称を取得する。

＜定義域＞

128文字以内とする。
関連役割

5. 参照系

5.1. 空間参照系

参照系識別子：JGD2011 / ○(X, Y)
X座標及びY座標は、小数点以下3桁とする。
（〇には座標系番号を記載する。通常はJGD2011/平面直角座標系〇（X,Y）を用いる）
5.2. 時間参照系

参照系識別子：GC / JST
（通常はGC（西暦）/JST（日本標準時）を用いる。和暦の場合はJC、協定世界時の場合はUTC）
6. データ品質

（SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式での符号化とする場合は、「※データ品質副要素のうち論理一貫性（書式一貫性、概念一貫性）については、「論理一貫性・書式一貫性」及び「論理一貫性・概念一貫性」の記述を符号化する書式に応じた内容に書き換えること）
完全性・過剰

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	データ集合と、参照データに含まれる個々のデータ（地物インスタンス）同士の一対一の比較を行い、対応が成立した個数を数え、データ集合内に存在する過剰なデータ（エラー）の割合（誤率）を計算する。次の場合、エラーとする。

・ 参照データと対応関係がとれない地物インスタンスがデータ集合内に存在する場合。

・ データ集合内に同一の地物インスタンスが重複して存在する場合。重複している余分なデータの個数をすべて

エラーとして数える。

誤率（%）＝（過剰なデータ数／参照データに含まれるデータの総数）×100

	データ品質評価手法
	（全数検査）

①データ品質評価尺度に基づき、誤率を計算する。

②計算した誤率と適合品質水準とを比較し、以下の判定式に基づき合否を判定する。

“適合品質水準≧誤率”であれば“合格

“適合品質水準＜誤率”であれば“不合格”

	適合品質水準
	誤率0％


完全性・漏れ

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	データ集合と、参照データに含まれる個々のデータ同士の一対一の比較を行い、対応が成立した個数を数え、データ集合から漏れているデータ（エラー）の割合（誤率）を計算する。次の場合、エラーとする。

・ 参照データと対応すべき地物インスタンスが、データ集合内に存在しない場合。

誤率（%）＝（漏れのデータ数／参照データに含まれるデータの総数）×100

	データ品質評価手法
	（全数検査）

①データ品質評価尺度に基づき、誤率を計算する。

②計算した誤率と適合品質水準とを比較し、以下の判定式に基づき合否を判定する。

“適合品質水準≧誤率”であれば“合格

“適合品質水準＜誤率”であれば“不合格”

	適合品質水準
	誤率0％


論理一貫性・書式一貫性

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	データ集合の書式（フォーマット）が、整形式となっていない箇所（XML 文書の構文として正しくない箇所）の割合（誤率）を計算する。データ集合は、整形式のXML文書（Well-Formed XML）でなければならない。

	データ品質評価手法
	（全数検査）

データ集合のファイルの書式がXML の文法（構文）に適合しているか、検査プログラム（XML パーサなど）によって評価する。一つ以上のエラーがあれば、“不合格”とする。

	適合品質水準
	誤率0％


論理一貫性・概念一貫性

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	符号化仕様が規定するXML スキーマに対する、データ集合に存在する矛盾の割合（誤率）を計算する。データ集合は、妥当なXML文書（Valid XML document）でなければならない。

	データ品質評価手法
	（全数検査）

応用スキーマを表現するXML スキーマとデータ集合に矛盾がないか、検査プログラム（バリデータなど）によって全数検査する。一つ以上のエラーがあれば、“不合格”とする。

	適合品質水準
	誤率0％


論理一貫性・定義域一貫性

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	地物属性インスタンスの値が、応用スキーマに規定される定義域の範囲に含まれていない場合、その個数をエラーとして数え、その割合（誤率）を計算する。

誤率（%）＝（定義域外の値をもつ地物属性の数／データ集合内の地物属性の総数）×100

	データ品質評価手法
	（全数検査）

属性の値が、主題属性の定義域並びに地物の空間及び時間範囲の定義域の中にあるか、検査プログラムによって全数検査する。一つ以上のエラーがあれば、“不合格”とする。

	適合品質水準
	誤率0％


位置正確度・相対正確度

	データ品質適用範囲
	用地幅杭

	データ品質評価尺度
	隣接する用地幅杭等の距離を測定し座標差から求めた距離との比較を行う。

	データ品質評価手法
	（全数検査）

隣接する用地幅杭等の距離を測定し座標差から求めた距離との比較し、以下の判定式に基づき合否を判定する。

“適合品質水準≧較差”であれば“合格

“適合品質水準＜較差”であれば“不合格” 

	適合品質水準
	20ｍ未満：平地　10mm以内  山地　20mm以内
20m以上：平地 S/2,000以内  山地　S/1,000以内
Sは点間距離(mm)


主題正確度・分類の正しさ

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	データ集合と、参照データとの比較を行い、地物型が正しく特定されていないデータ数を数え、その割合（誤率）を計算する。

誤率（%）＝（地物型が正しく特定されていないデータ数／参照データに含まれるデータの総数）×100

	データ品質評価手法
	（全数検査）

①データ品質評価尺度に基づき、誤率を計算する。

②計算した誤率と適合品質水準を比較し、以下の判定式に基づき合否を判定する。

“適合品質水準≧誤率”であれば“合格

“適合品質水準＜誤率”であれば“不合格”

	適合品質水準
	誤率0%


主題正確度・非定量的主題属性の正しさ

	データ品質適用範囲
	地物

	データ品質評価尺度
	データ集合と、参照データに含まれる個々のデータ（地物インスタンス）同士の一対一の比較を行い、データ集合内に存在する誤った地物属性インスタンス（エラー）の割合（誤率）を計算する。

誤率（%）＝（地物属性のエラー数／検査した地物属性の総数）×100

	データ品質評価手法
	（全数検査）

①データ品質評価尺度に基づき、誤率を計算する。

②計算した誤率と適合品質水準を比較し、以下の判定式に基づき合否を判定する。

“適合品質水準≧誤率”であれば“合格

“適合品質水準＜誤率”であれば“不合格”

	適合品質水準
	誤率0％


7. データ製品配布

7.1. 書式名称

『JPGIS 附属書8（参考）XMLに基づく符号化規則』

（GML形式のデータを作成する場合は、｢地理情報標準プロファイル(JPGIS)　附属書12（規定）地理マーク付け言語（GML）｣を用いることを記述する）

（必要に応じ、SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式での符号化も可能。これらを使用する場合は、符号化する書式名称を記述する。ただし、測量成果電子納品要領に基づきSXFはSXFver3.0レベル2以上、標準図式データファイルは公共測量標準図式数値地形図データファイル仕様に従うことを原則とする。SXF+CSVはSFXver3.0の普及までの暫定措置としてSFXver2.0を可とする。）
7.2. 符号化仕様

『JPGIS 附属書8（参考）XMLに基づく符号化規則』を使用する。
JPGIS 標準スキーマのXML Schema は、国土地理院ホームページよりダウンロードする。

（SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式で符号化する場合は、｢別紙参照｣と記述し、別紙に符号化仕様を示すこと）
■タグ名対応表　パッケージ名称：路線データパッケージ（タグ名：RoSP）
	クラス名
	属性・関連役割名
	タグ名

	地物
	
	Feature

	
	取得分類コード
	FeatureCode

	
	精度_数値化区分
	SurveyMethod

	
	精度_地図情報レベル区分
	ScaleLevel

	
	取得年月日
	CreateDate

	IP
	
	IP

	
	地点
	Position

	
	測点名
	Name

	主要点
	
	CardinalPoint

	
	地点
	position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	中心点
	
	CenterPoint

	
	地点
	Position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	中心線
	
	CenterLine

	
	場所
	Location

	
	図形区分
	GeometricalElement

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	ＩＰ番号
	IpNo

	
	開始測点名
	StartElementPoint

	
	緩和曲線開始距離
	StartAddDistance

	
	終了測点名
	EndElementPoint

	
	緩和曲線終了距離
	EndAddDistance

	
	半径又はパラメータ
	Parameter

	
	左右区分
	RightLeft

	中心杭
	
	CenterPeg

	
	地点
	Position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	
	標高
	Elevation

	用地幅杭
	
	SiteRangePeg

	
	地点
	Position

	
	測点名
	Name


7.3. 文字集合

UTF-8

7.4. 言語

日本語

7.5. 配布単位

データ集合単位
7.6. 配布媒体名
CD-R

8. メタデータ

8.1. メタデータの作成指示

JMP2.0

8.2. メタデータの形式

JMP2.0形式に則って作成する
8.3. 記載項目

助言番号：○○○○
国土地理院への測量申請が必要である。

8.4. 作成単位

メタデータは、作業単位に作成する。
9. その他

基準点測量は基準点測量製品仕様書に準拠する
地形測量は地形測量製品仕様書に準拠する。
（必要があれば、中間成果の作成方法・品質などを規定してもよい）
JPGISパッケージ
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